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大
学
の
グ
ロ
ー
バル
化

　

〜
牽
引
す
る
岡
山
大
学
グロ
ー
バル・

パー
ト
ナ
ー
ズ
が
描
く
ビ
ジョン
〜

● 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生
　　　　田中　　徹 さん SBIファーマ株式会社　　　取締役　執行役員　CTO　　

● 研究室訪問 佐藤　和広 資源植物科学研究所　　　　　大麦・野生植物資源研究センター

● きらり岡大生 福桝　純平 大学院環境生命科学研究科２年
● News＆Topics　大学の動き／研究・臨床成果
● 津島祭！鹿田祭！収穫祭！／英語ホームページ リニューアル

グローバル・パートナーズのウッドデッキ
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岡山大学が文部科学省の「スーパーグローバル大学創成支援」事業の支援対象機関
に採択されて１年が経過した。国際センターを改組して設置したグローバル・パートナー
ズを中心に、柱となる留学生の受け入れ・派遣数拡大に向けた取り組みが加速している。
荒木勝理事（社会貢献・国際担当）、グローバル・パートナーズの山本洋子センター長、
穴沢一夫副センター長に国際化の戦略や今後の展望を聞いた。
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︱�
ど
の
よ
う
に
留
学
生
受
け
入
れ
を
拡
大
し

て
い
く
の
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
自
身
の
課
題

と
し
て
は
、
２
０
１
４
年
10
月
に
導
入
し
た

「
大
学
院
予
備
教
育
特
別
コ
ー
ス
（
通
称
：
プ

レ
マ
ス
タ
ー
）」、「
短
期
留
学
受
入
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
通
称
：
３
＋
１
）」
が
要
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
双
方
合
わ
せ
た
留
学
生
数
は
導
入

当
初
の
倍
の
62
人
に
増
え
、
２
０
１
５
年
10

月
か
ら
は
指
導
教
員
を
増
や
し
た
と
こ
ろ
だ
。 

　

ま
た
、
現
在
の
マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ー
ス
を
発
展
さ
せ
、
先
進
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
日
本
人
学
生
30
人
と
世
界
各
国
か

ら
集
ま
っ
た
留
学
生
30
人
が
一
緒
に
学
び
、
英

語
の
み
で
学
位
取
得
で
き
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
２
０
１
７

年
度
開
設
を
目
指
し
て
い
る
。
総
合
大
学
の

利
点
を
生
か
し
た
、
世
界
の
重
要
な
課
題

を
担
え
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
し

た
い
。 

　

さ
ら
に
、
医
工
連
携
大
学
院
構
想

の
実
現
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
る
計

画
も
あ
り
、
ま
た
、
文
部
科
学
省

委
託
事
業
と
し
て
昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
ミ
ャ
ン
マ
ー

留
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

事
業
」
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
学
生

を
受
け
入
れ
る
大
き
な
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、学
部
・

大
学
院
の
留
学
生
受
け
入
れ
の
支

援
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

︱�

日
本
人
学
生
の
派
遣
数
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。 

　

柱
と
な
る
の
は
、
学
生
の
一
部
を
選
抜
し
、

入
学
し
た
学
部
に
所
属
し
な
が
ら
独
自
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
英
語
力
な
ど
を
強
化
す
る
「
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
特
別
コ
ー
ス
」
の
拡

充
。
こ
こ
で
は
語
学
研
修
や
２
カ
月
か
ら
１

年
間
に
わ
た
る
長
期
の
海
外
留
学
が
必
修
で
、

２
０
１
５
年
度
は
定
員
を
１
０
０
人
に
倍
増

し
た
。 

　

２
０
１
６
年
度
か
ら
理
系
学
生
の
海
外
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
早

急
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
に
取
り
か
か
り
た

い
。
理
系
学
生
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
非
常
に

立
て
込
ん
で
お
り
、
長
期
の
海
外
留
学
が
難

し
い
傾
向
に
あ
る
が
、「
60
分
授
業
・
４
学
期

（
ク
ォ
ー
タ
ー
）
制
」
の
導
入
に
よ
っ
て
、夏
季
・

春
季
休
業
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
し
や
す
く
な
る
。
た
だ
、
欧
米
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
日
本
の
考
え
方
と
異
な

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
欧
米
で
は
企
業
の
求
め
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
像
が
か
な
り
専
門
的
で

英
語
力
や
即
戦
力
も
求
め
ら
れ
る
。
現
地
企

業
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
も
重
要
課
題
に
な

る
だ
ろ
う
。
カ
ナ
ダ
の「Co-op

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
大
学
と
企
業
が
連
携
し
て
、
学
生
を
長

期
（
３
カ
月
か
ら
半
年
）
に
わ
た
っ
て
有
償

で
就
業
体
験
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、
北
米
の

大
学
を
中
心
に
大
き
な
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。
岡
山
大
学
で
は
今
年
度
、
こ
の
「Co-op

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
試
行
的
実
施
と
し
て
「
森

林
利
用
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
を

開
講
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
岡
山
県
内
の
木
材
関

連
企
業
や
研
究
機
関
に
３
カ
月
、
岡
山
大
学

の
学
生
は
３
週
間
単
位
で
日
・
加
学
生
を
組
み

合
わ
せ
て
実
施
し
た
。
や
が
て
は
岡
山
大
学
の

学
生
を
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

に
派
遣
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。 

　

資
金
面
で
は
文
部
科
学
省
が
２
０
１
４
年

度
か
ら
始
め
た
官
民
協
働
の
奨
学
金
制
度
「
ト

ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
に
積
極
的
に

申
請
し
、
採
択
者
数
を
増
や
し
た
い
。 
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学
内
の
多
様
な
留
学
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

　
も
期
待
が
か
か
る
が
。 

　

既
存
の
海
外
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

国
際
交
流
協
定
を
締
結
し
た
海
外
の
大
学
と

実
施
し
て
い
る
「
岡
山
大
学
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
E
P
O
K
）」
や
、
岡
山
大
学
と

有
力
な
中
国
東
北
部
の
大
学
の
大
学
院
間
で

短
期
留
学
や
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
岡
山
大
学
・
中
国
東
北

部
大
学
院
留
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
O
‒

N
E
C
U
S
）」
な
ど
が
あ
る
。
各
部
局
に
お

い
て
は
、
医
学
部
の
「
医
学
研
究
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
（
M
R
I
）」、
歯
学
部
で
は
３
年
生

が
海
外
の
大
学
で
聴
講
生
と
し
て
参
加
で
き

る
短
期
留
学
制
度
「
O
D
A
P
U
S
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
や
、
環
境
生
命
科
学
研
究
科
で
は
ベ

ト
ナ
ム
・
フ
エ
大
学
と
の
「
岡
山
大
学
・
フ
エ

大
学
院
特
別
コ
ー
ス
」
の
学
生
の
転
入
学
制

度
が
あ
る
が
、
大
学
と
し
て
さ
ら
な
る
協
定

校
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
部
局
に

お
い
て
も
国
際
交
流
協
定
に
基
づ
く
交
換
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ
せ
、
留
学
生
の
受

け
入
れ
・
派
遣
数
拡
大
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 
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学
生
の
受
け
入
れ
・
派
遣
状
況
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
。 

　

学
務
シ
ス
テ
ム
で
登
録
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
短
期
留
学
生
の
未
登
録
情

報
が
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
実
態
把
握
が
不

十
分
だ
っ
た
。
今
後
は
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
も
増
え
て
く
る
わ
け
で
、
短
期
留
学
生

の
受
け
入
れ
・
派
遣
数
な
ど
を
正
確
に
把
握

大学の　

グローバル化
で
き
る
体
制
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
各

部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
掲
げ
達
成
で
き
る

よ
う
柔
軟
な
登
録
制
度
を
速
や
か
に
構
築
し

た
い
。
さ
ら
に
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
と
各
部
局
が
、
互
い
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
全
部
局
で
留
学
生
の
受
け
入
れ
・
派

遣
を
促
進
す
る
協
力
体
制
の
強
化
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。 
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国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
は
。 

　

留
学
生
誘
致
の
大
き
な
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
る
の
が
海
外
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。

国
際
同
窓
会
は
現
在
45
支
部
あ
り
、
２
０
１
６

年
度
ま
で
に
50
支
部
が
発
足
予
定
で
、
海
外

事
務
所
と
と
も
に
拡
大
し
、
包
括
的
連
携
協

定
を
結
ぶ
国
立
六
大
学
（
岡
山
、千
葉
、新
潟
、

金
沢
、
長
崎
、
熊
本
）
の
共
同
事
務
所
の
設

置
も
進
め
な
が
ら
海
外
拠
点
の
拡
充
に
力
を

入
れ
た
い
。 

　

一
方
で
留
学
生
数
の
増
加
に
伴
い
宿
舎
の

確
保
も
必
要
で
あ
る
。
留
学
生
と
日
本
人
学

生
が
共
同
で
暮
ら
す
国
際
学
生
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
（
２
０
１
６
年
度
か
ら
入
居
開
始
、
定
員

１
２
０
人
）
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
新

規
留
学
生
宿
舎
の
整
備
も
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
や
行
政
、
企
業
の

理
解
を
得
て
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
留
学
生
を
受

け
入
れ
る
体
制
を
整
え
る
た
め
に
は
大
学
側

の
働
き
か
け
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、

大
学
独
自
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充
は
も
ち
ろ

ん
、
国
の
奨
学
金
を
獲
得
で
き
る
よ
う
な
戦

略
も
立
て
た
い
。 
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今
後
の
展
望
は
。 

　

外
国
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
お
い
て
、

２
０
１
５
年
11
月
１
日
時
点
の
留
学
ビ
ザ
を

持
つ
在
籍
者
数
は
６
２
８
人
で
あ
り
、
S
G
U

数
値
目
標
に
あ
る
年
間
延
べ
人
数
で
は
、
11

月
現
在
で
７
５
０
人
を
超
え
て
い
る
。
日
本

人
学
生
の
派
遣
は
３
３
７
人
（
昨
年
度
）
だ

が
、「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」

事
業
の
最
終
年
度
と
な
る
２
０
２
３
年
度
に

は
そ
れ
ぞ
れ
３
倍
程
度
増
や
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
岡
山
大
学
の
進
む
方
向
性
は
、

教
養
力
、
語
学
力
、
専
門
力
の
３
基
幹
力
を

修
得
し
、
実
践
知
を
身
に
つ
け
た
、
世
界
で

活
躍
で
き
る
国
際
力
豊
か
な
「
実
践
人
」
の

育
成
で
あ
る
。
た
だ
数
だ
け
を
追
求
す
る
の

で
は
な
く
、
岡
山
大
学
の
独
自
色
を
い
か
に

出
せ
る
か
と
い
っ
た
視
点
が
重
要
で
あ
る
。
大

学
教
育
を
根
本
的
に
見
直
し
、
世
界
か
ら
信

頼
さ
れ
、
留
学
生
が
私
費
で
も
来
た
い
と
思

え
る
優
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
究
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
大
学
を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

〜牽引する岡山大学グローバル・
パートナーズが描くビジョン〜



　グローバル・パートナーズは 2014 年 10 月から、対象者の
異なる２種類の日本語・日本文化を学ぶ教育プログラムとし
て「短期留学受入プログラム（通称：３＋１）」と「大学院予
備教育特別コース（通称：プレマスター）」を開設している。 
　３＋１プログラムは、協定校において日本語・日本研究を
専攻する学部学生を対象に日本語の修得や、日本文化に関す
る理解を深めてもらうことを目的とした半年間のプログラム。
これまで自国で学んできた日本語をより実践的に磨くための
地域演習等の科目や、日本人学生も履修する教養教育科目な
どで構成し、さまざまなメニューを通じて日本文化や地域に
対する幅広い知識と教養を身につけることが目的だ。 
　プレマスターコースは、大学を卒業し大学院進学を目指す
留学生を対象に予備教育を行う。留学生は研究生として在籍
し、大学院での研究活動に必要なアカデミック・ジャパニー
ズを学ぶとともに、学術研究に関する理解を深めることを目
的としている。主に社会文化科学研究科や教育学研究科と連
携し、指導教員とのマッチングの支援も行っている。 

留学生数の増加へ 
日本語・日本文化を学ぶ教育プログラム

♵ 短期留学受入プログラム、大学院予備教育特別コース

 　開設当初の 2014 年 10 月期は３＋１プログラム生 11 人、
プレマスターコース生 17 人だったが、2015 年 10 月期は３＋
１プログラム生 35 人、プレマスターコース生 27 人（ともに
４月期からの継続者を含む）となり着実に受け入れ人数を増
やしている。今後は、３＋１プログラム修了生がプレマスター
コースで学び、大学院生になるという流れの構築を目指し、
より魅力的なプログラムを実施していく。

♶ キャンパス・アジア人材育成プログラム
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OYWは2009年の世界経済フォーラム（通称：ダボス会議）で宣言
され、世界が直面する地球規模の課題に対し、世界的指導者達の
下、各国を代表する次世代リーダー達が連携して問題を解決する
ためのサミット。現在、全世界合同産官学連携の次世代リーダー
育成プロジェクトとして、その規模とネットワークを急速に拡大し続
けている。また、OYW参加者は“OYWアンバサダー”の称号が授け
られ、全世界約6000人の有能な若者達と長年にわたる世界人脈を
広げることができる。

家紋をイメージし、岡山大学（Okayama Univ.）、吉
林大学（Jilin Univ.）、成均館大学校（Sungkyunkwan 
Univ.）のそれぞれの頭文字を組み合わせて制作。
家紋は自らの家系などを表すために用いられてきた
紋章で、３大学が家族のように互いを理解し、東ア
ジアの共通善の実現のために協力していく姿勢を表
現。また、青は知識、進歩、信頼、自信を表す。
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世界ユースサミット
One Young World
（OYW）とは

CAMPUS Asia ロゴマーク

国際化に向けた
主な取り組み

大学のグローバル化

　岡山大学は、2014 年度に文部科学省の「スーパーグロー
バ ル 大 学 創 成 支 援 」 事 業 に 採 択 さ れ た PRIME（PRactical 
Interactive Mode for Education）プログラムに基づき、グロー
バルな場で通用する「実践知」を涵養する教育を進めている。
日本人のアイデンティティを形成し、自分の考えを語れるコ
ミュニケーション力、自らの置かれた立場で自ら現場で適切
な判断ができる能力を備えたグローバル人材の育成を目指し
ており、「世界ユースサミット One Young World（OYW）」に
初めて参加することを決めた。 
　2015 年の OYW は 11 月 18 日から４日間の日程でタイ・バ
ンコク市を会場に開催され、岡山大学は日本の学生代表とし
て医学部６年の原田洸さん、文学部４年の桑田和倫さんを派
遣。世界 196 カ国から約 1300 人が参加し、人権問題や平和構築、
気候変動、サステナビリティ、ヘルスケア、社会イノベーショ
ンなど多岐にわたり活発なディスカッションを実施。幅広い
分野での産学官連携によるサービスラーニングプログラムも
行われた。２人は日本代表団の一員として積極的にディスカッ
ションと活動に取り組み、グローバルリーダーとして、メッ
セージの重要さやそれを伝えるプレゼンテーション、アクショ
ンの大切さを学んだ。

　岡山大学は 20 年近く医学系でミャンマーと交流が深く、80
人以上の医療人を受け入れており、2014 年９月、文部科学省
の「ミャンマー留学コーディネーター配置事業」に採択され
た。また、国立六大学（岡山、千葉、新潟、金沢、長崎、熊
本）では工学・医学分野で JICA プロジェクトをミャンマーで
行っていることから、これらの実績を原動力とし、国立六大学、
国立六大学連携コンソーシアムに加わる大学にミャンマー人

アジア初開催となる「世界ユースサミット
One Young World」に初参加

国立六大学連携で、
日本への留学生数倍増を目指す

♳ One Young World

♴ ミャンマー留学コーディネーター配置事業

留学生を受け入れ、ミャンマーとの大学交流の発展に寄与す
べく、同事業を実施。2015 年３月にはミャンマー語に通じた
専門家を留学コーディネーターとしてヤンゴンに配置した。 
　留学コーディネーターはミャンマー政府の人材育成計画を
把握し、精力的に現地の高校や大学などの教育機関を回り、
情報収集やネットワーク化を推進するとともに、日本への留
学コーディネートや準備協力を行う。岡山大学と MOU（覚書）
を締結しているミャンマー元日本留学生会（MAJA）、岡山大
学国際同窓会ミャンマー支部とが協力関係にあり、ミャンマー
商工会議所連合会の協力による留学生へのインターンシップ
事業も推進している。2015 年９月にミャンマーで開催した「日
本留学フェア」には前年比約 300 人増の約 1000 人が参加。岡
山大学は国立六大学の広い受け皿を活用した “ オールジャパン
体制 ” でミャンマーの留学生受け入れを推進し、日本全体への
留学生数（2014 年：629 人）を 2019 年には倍増させ、1300
人を目指す。

東アジア地域の伝統・文化に
精通した中核的リーダーの育成へ

　岡山大学は 2011 年から、中国の吉林大学、韓国の成均館大
学校と協力し、東アジア地域の伝統・文化に精通した中核的
リーダーを育成する「東アジアの共通善を実現する深い教養
に裏打ちされた中核的人材育成プログラム」（通称：岡山大学
キャンパス・アジア）に取り組んでいる。文部科学省の「大
学の世界展開力強化事業」として採択された同プログラムで
は、共通善教育、語学研修、長期留学、サマースクール、共
通教科書編纂、ナノバイオコース等の豊富なプログラムを東
アジア型グローバル教養教育システムとして確立。また、学
生フォーラム、リージョナル・カンファレンス、まちなかキャ
ンパス、中韓留学ワークショップ等、地域のコミュニティに
出かけて実施するアクティブ・ラーニングをベースとした授
業を数多く開講し、東アジアに共通の課題を設定して議論を

深め、相互理解を形成。３、４カ国語を使って討論する多言
語セミナーなどの授業方式も取り入れている。 
　これまでに３大学間でダブルディグリーの協定が締結され、
国際共同大学院設立の準備も進められているほか、学生の自
発的なキャンパス・アジア学生クラブ、同窓会、学生新聞編
集委員会等が設立されるなど、今後も持続的な学生交流を行
う環境が整備されている。
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SBIファーマ株式会社 取締役 執行役員 CTO◆岡山大学理学部化学科卒・大学院理学研究科化学専攻修了

可
能
性
秘
め
た
ア
ミ
ノ
酸
A
L
A 

活
用
策
を
世
界
に
届
け
る
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動植物の生体内にあるアミノ酸の一種で、
細胞内のエネルギー代謝を促進する力を持つ５-アミノレブリン酸
（ALA）。量産技術を確立し、植物の肥料からがん手術まで、
さまざまな分野での活用策を見いだし、研究成果を世界に届ける。

田 中  徹

 岡山大学から世界へ、グローバルに活躍する卒業生 �

T A N A K A  T o h r u

▶たなか　とおる　（54歳）
◦1961年　愛媛県出身
◦1984年　岡山大学理学部化学科卒
◦1986年　岡山大学大学院理学研究科化学専攻修了
　　　　　 コスモ石油株式会社入社　同社中央研究所研究員
◦1999年　ALA事業開発グループ グループ長
◦2003年　ALA事業推進センター センター長　
◦2008年　リサーチフェロー
　　　　　 �SBIホールディングス株式会社とコスモ石油株式会社の

合弁事業によりSBIファーマ株式会社設立
　　　　　 取締役 執行役員 CTO（Chief Technology Officer）

所 在 地：�東京都港区六本木
事業内容：�医薬品、医療機器、化粧品お

よび健康食品の開発、製造
�
ALAを用いた製品の開発、製造を行うSBI
ホールディングスとコスモ石油のジョイン
トベンチャー。医薬品分野、化粧品、健康
食品において、ALAを利用した製品を提
供すべく事業展開を行っている。

■ SBI ファーマ株式会社

特殊な光を当てると赤く光るがん細胞▶︎
＝柏葉脳神経外科病院  金子貞男理事長提供

◀︎オランダの展示会にて
スタッフと田中さん（中央） 

■ 

ア
ミ
ノ
酸
に
着
目
し
た
研
究
生
活

　

動
植
物
の
生
体
内
に
含
ま
れ
る
天

然
ア
ミ
ノ
酸
、
５
‒
ア
ミ
ノ
レ
ブ
リ
ン

酸
（
A
L
A
）
に
着
目
し
た
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は
生
産
が

難
し
く
、
コ
ス
ト
が
高
い
た
め
に
実
験

で
も
あ
ま
り
使
え
な
か
っ
た
A
L
A
の

量
産
に
成
功
。
コ
ス
ト
が
10
分
の
1

ほ
ど
に
下
が
っ
た
こ
と
で
、
農
業
や
医

療
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
用
途
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
は
本
当
に
う
れ

し
く
、
研
究
者
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

■ 

失
敗
か
ら
生
ま
れ
た

　

A
L
A
研
究
の
ス
タ
ー
ト
は
、
あ

る
一
つ
の
失
敗
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

１
９
９
０
年
、
A
L
A
を
用
い
た

除
草
剤
を
開
発
し
て
い
た
あ
る
日
の

こ
と
、
試
作
品
を
散
布
し
た
と
こ
ろ

枯
れ
る
は
ず
の
植
物
が
逆
に
良
く

育
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

原
因
は
配
合
に
あ
り
ま
し

た
。
単
剤
で
は
除
草
効
果
を

示
す
A
L
A
は
、
ミ
ネ
ラ
ル

と
の
組
み
合
わ
せ
で
葉
緑

体
が
増
強
さ
れ
、
光
合
成

が
促
進
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

■ 

A
L
A
を
手
術
に
活
用

　

A
L
A
は
人
の
あ
ら
ゆ
る
細
胞
に

お
い
て
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
合
成

さ
れ
る
代
謝
に
必
要
不
可
欠
な
物
質

ヘ
ム
の
原
料
で
も
あ
り
ま
す
。
ヘ
ム

は
酸
素
を
運
ぶ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
中

心
と
な
る
大
切
な
成
分
で
す
。

　

研
究
を
進
め
る
と
、
正
常
な
細

胞
は
A
L
A
を
ヘ
ム
に
代
謝
で
き
る

一
方
、
が
ん
細
胞
で
は
ヘ
ム
に
代
謝

で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

A
L
A
が
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
に
変
化
し

た
ま
ま
、
が
ん
細
胞
に
蓄
積
さ
れ
て

い
き
ま
す
。「
こ
れ
は
興
味
深
い
」
と

思
い
ま
し
た
。
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
は
特

定
の
波
長
の
光
を
当
て
る
と
赤
く
蛍

光
す
る
か
ら
で
す
。

　

こ
の
現
象
を
も
と
に
、
が
ん
細
胞

に
光
を
当
て
る
機
器
の
開
発
に
着
手
。

製
品
化
し
た
機
器
に
よ
り
、
手
術
中

の
が
ん
部
位
特
定
が
容
易
に
な
り
、

膀
胱
が
ん
や
脳
腫
瘍
の
手
術
現
場
で
、

実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

変
わ
る
も
の
変
わ
ら
な
い
も
の

　

農
学
、
医
学
な
ど
次
々
と
活
動
の

幅
が
広
が
っ
て
き
た
時
に
困
っ
た
こ

と
は
、
専
門
用
語
が
分
か
ら
な
い
こ

と
。
分
野
が
変
わ
る
度
に
苦
労
し
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
変
わ

ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

原
理
や
原
則
な
ど
、
大
学
時
代
に
学

ん
だ
研
究
の
基
盤
と
な
る
部
分
。
自

由
な
雰
囲
気
の
研
究
室
で
研
究
漬
け

だ
っ
た
日
々
が
、今
を
支
え
て
い
ま
す
。

■ 
世
界
中
に
届
け
た
い

　
毎
月
の
よ

う
に
海
外
に

行
っ
て
い
た

こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、
今

で
は
世
界
中

か
ら
お
越
し

い
た
だ
く
こ

と
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
A
L
A
と
い
う
当
社
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
す
が
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
す
る

こ
と
で
、
活
用
の
場
が
広
が
っ
て
き

た
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

一
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
研
究
も
、

今
で
は
国
際
学
会
が
立
ち
上
が
り
、

世
界
中
に
研
究
者
が
い
ま
す
。
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
の
U
A
E
大
学
と
共

同
で
行
っ
た
砂
漠
の
緑
化
、
英
国

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
の
心
臓

バ
イ
パ
ス
手
術
へ
の
応
用
な
ど
、
新

し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ど
ん
ど
ん
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
秘
め
た

A
L
A
の
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果

を
こ
れ
か
ら
も
世
界
中
に
届
け
て
い

き
た
い
で
す
。
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SATO Kazuhiro （57歳）
▶1958年　北海道北見市生まれ
▶1981年　北海道大学農学部農学科　卒業
▶1981年　北海道立農業試験場研究員
▶1989年　岡山大学資源生物科学研究所助手
▶1994年　岡山大学資源生物科学研究所助教授
▶2009年　岡山大学資源生物科学研究所教授
▶2010年　�岡山大学資源植物科学研究所附属大麦・

野生植物資源研究センター長

佐藤　和広

「高度な知の創成と的確な知の継承」—。
岡山大学の理念のもとに教育・研究を展開する

個性あふれる教員たち。研究室を訪ねる。

研究室
訪問

W E L C O M E  T O  M Y  S E M I N A RR E S E A R C H E R

資源植物科学研究所
附属大麦・野生植物資源研究センター　教授・センター長

◀︎資源植物科学研究所

オ
オ
ム
ギ
と
の
出
会
い�

　

機
械
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
少
年

時
代
。
ス
テ
レ
オ
ア
ン
プ
を
工
作
す

る
な
ど
〝
実
践
〟
に
取
り
組
む
一
方
、

多
く
の
本
も
読
ん
だ
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
知
り
た
い
、
も
っ
と
難
し
い
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
―
。
大
学
に
進
学

し
た
の
も
そ
ん
な
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

　

農
学
分
野
を
選
ん
だ
理
由
は
「
食

べ
物
と
い
う
全
て
の
人
に
関
わ
る
分

野
で
、
大
勢
に
役
立
つ
研
究
を
し
た

か
っ
た
か
ら
」
と
振
り
返
る
。
大
学

時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
ポ
リ
シ
ー
は
、

現
在
で
も
研
究
の
根
底
を
支
え
る
原

動
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

オ
オ
ム
ギ
研
究
の
き
っ
か
け
は
、

北
海
道
立
農
業
試
験
場
で
研
究
員
と

し
て
、
ビ
ー
ル
醸
造
用
の
品
種
改
良

を
担
当
し
た
こ
と
。
当
時
、
オ
オ
ム

ギ
の
研
究
員
は
、
コ
ム
ギ
に
比
べ
て

少
な
く
、
農
業
試
験
場
内
で
は
た
っ

た
一
人
。
栽
培
か
ら
、
デ
ー
タ
管
理
、

品
種
登
録
な
ど
す
べ
て
を
一
人
で
担

当
し
な
が
ら
、
オ
オ
ム
ギ
研
究
の
い

ろ
は
を
学
び
つ
つ
、
現
在
も
北
海
道

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
オ
オ
ム
ギ
の
品

種
「
り
ょ
う
ふ
う
」
の
開
発
に
も
成

功
し
た
。

オ
オ
ム
ギ
の
研
究�

　

若
手
研
究
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

し
て
「
自
分
と
同
年
齢
の
優
秀
な
科

学
者
と
積
極
的
に
交
流
し
て
ほ
し

い
」
と
話
す
佐
藤
教
授
。
自
身
は

１
９
９
５
～
９
６
年
、
オ
オ
ム
ギ
研

蓄積された遺伝資源を用いて、
人の役に立つ品種改良を目指す
岡山大学資源植物科学研究所は大正３（1914）年、大原孫三郎によって
農業技術の向上を目的に設立された。現在は、文部科学省の共同利用・
共同研究拠点として認定。国内外の研究者と連携し、さまざまな環境下で
生育可能な作物を創出するための研究を進めている。

究
の
た
め
デ
ン
マ
ー
ク
や
ア
メ
リ
カ

の
研
究
施
設
に
留
学
。
そ
の
頃
知
り

合
っ
た
研
究
者
と
は
、
共
同
研
究
な

ど
の
協
力
関
係
は
も
ち
ろ
ん
、
今
で

も
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
を
続
け
る
。

同
年
代
の
研
究
者
の
存
在
は
、
大
き

な
刺
激
と
な
り
、
研
究
を
進
め
る
大

き
な
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

２
０
０
６
年
～
現
在
、
日
本
を
含

む
６
カ
国
で
構
成
す
る
国
際
的
な
オ

オ
ム
ギ
の
全
ゲ
ノ
ム
配
列
決
定
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
。
２
０
１
２
年

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
オ
オ
ム
ギ
の
形
質

を
決
定
す
る
遺
伝
子
２
万
６
１
５
９

個
を
同
定
し
た
。
現
在
の
新
品
種
の

開
発
に
は
、
こ
の
と
き
解
析
し
た
ゲ

ノ
ム
情
報
を
利
用
し
て
い
る
。

　

夢
は
、
品
種
改
良
に
よ
り
塩
害
に

強
い
品
種
を
は
じ
め
、
高
温
や
低
温
、

乾
燥
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
下
に
適

し
た
オ
オ
ム
ギ
の
開
発
だ
。
こ
れ
に

向
け
、
ま
ず
は
遺
伝
子
配
列
の
解
析

に
要
す
る
時
間
の
短
縮
に
取
り
組
む
。

研
究
室
に
あ
る
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の

解
析
器
「
ＤＮＡ


シ
ー
ケ
ン
サ
ー
」

は
、
現
在
１
カ
月
か
か
る
解
析
時
間

を
た
っ
た
１
日
に
短
縮
。
２
０
１
６

年
に
は
こ
の
機
器
48
個
を
組
み
合
わ

せ
た
装
置
を
導
入
す
る
予
定
で
、
順

調
に
い
け
ば
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
。

　
「
オ
オ
ム
ギ
を
自
在
に
設
計
し
、
復

興
支
援
は
も
ち
ろ
ん
食
糧
難
に
苦
し

む
世
界
の
人
々
の
役
に
立
ち
た
い
」。

視
線
は
は
る
か
先
を
見
据
え
て
い
る
。

復
興
に
エ
ー
ル
を�

　
「
オ
オ
ム
ギ
の
遺
伝
資
源
を
利
用
し

て
、
復
興
に
役
立
ち
た
い
」。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
農
地
の
復
興
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
佐
藤
教
授
の

思
い
は
強
い
。
津
波
で
塩
害
を
受
け

た
農
地
で
も
育
つ
新
品
種
の
実
用
化

に
向
け
た
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

オ
オ
ム
ギ
は
他
の
穀
物
よ
り
塩
害

に
強
い
特
徴
を
持
つ
。
佐
藤
教
授
は
、

保
有
す
る
約
１
万
５
千
種
類
の
種
子

の
中
か
ら
、
特
に
塩
害
に
強
い
特
性

を
持
つ
品
種
を
選
別
。
国
産
の
優
良

品
種
と
交
配
さ
せ
て
、
津
波
で
被
災

し
た
農
地
で
も
栽
培
で
き
る
ビ
ー
ル

用
オ
オ
ム
ギ
を
開
発
し
て
い
る
。
現

在
は
、
ビ
ー
ル
用
オ
オ
ム
ギ
が
ほ
と

ん
ど
栽
培
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
宮
城

県
で
栽
培
特
性
を
調
査
し
て
い
る
。

　
「
た
だ
育
つ
だ
け
で
な
く
、
お
い
し

い
ビ
ー
ル
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
」

と
話
す
。
開
発
し
た
品
種
を
使

い
、
地
元
の
地
ビ
ー
ル
会
社

の
協
力
を
得
て
ビ
ー
ル
を

醸
造
。
フ
ル
ー
テ
ィ
な

香
り
と
苦
み
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
味
わ
い
に

仕
上
が
っ
た
。
地
元

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
提

供
し
、
人
気
も
上
々

と
い
う
。商
品
名
は「
復

興
エ
ー
ル
」。
被
災
地

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

の
気
持
ち
を
込
め
て
い
る
。
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きらり！岡大生
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研究・
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在学生紹介

研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
特
技
…
。

学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
す
る
岡
大
生
た
ち
。

そ
ん
な
き
ら
り
と
光
る
学
生
を
、

同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
紹
介
す
る
。

News & Topics in Okayama University

岡山大学のニュース＆トピックスおよび最新情報は
岡山大学のホームページからご覧いただけます。

http://www.okayama-u.ac.jp
  Okayama UniversityStudents of

トビタテ！留学JAPAN
日本代表プログラム

大
切
な
の
は
自
分
の
意
見
を

主
張
す
る
積
極
性

英
語
力
の
乏
し
さ
実
感
し
留
学
を
決
意

文
科
省
の
支
援
制
度
を
利
用
し
イ
ギ
リ
ス
へ

文部科学省が2013年10月に開始した官民協働で取り組む海外
留学支援制度。2020年までに約１万人の大学生・高校生を海
外に送り出す計画で、支援企業・団体の寄付により奨学金（返
還不要）を提供するなどし、世界で活躍できる人材を育成する。
岡山大学からはこれまでに11人が採択されている。

インタビュアー
岡山大学学生取材班 
文学部人文学科 1 年 

稲毛 由加子

７
日
　�

岡
山
市
が
運
営
す
る
貸
し
出
し
自
転
車

「
も
も
ち
ゃ
り
」の
専
用
置
き
場（
ポ
ー

ト
）が
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　�10
日
　�

教
育
開
発
セ
ン
タ
ー
が
、大
学
教
職
員

等
を
対
象
に
し
た
研
修
会「
桃
太
郎

フ
ォ
ー
ラ
ムXVIII

」を
開
催

　�17
日
　�

定
例
記
者
発
表（
９
月
）を
開
催

　�18
日
　�「
岡
山
大
学・
フ
エ
大
学
院
特
別
コ
ー

ス
」第
９
期
生
入
学
式
を
挙
行

　�25
日
　�

岡
山
大
学Alum

ni

（
全
学
同
窓
会
）が
、

広
島
支
部
を
設
立

　�30
日
　�

平
成
27
年
度
秋
季

学
位
記
授
与
式
を

挙
行

　�

■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
塚
田
啓
二
教
授
ら
の

研
究
グ
ル
ー
プ
は
磁
気
計
測
に
よ
り
鉄
鋼
製
の
イ
ン

フ
ラ
構
造
物
の
目
に
見
え
な
い
内
部
や
裏
面
の
腐
食

に
よ
り
厚
み
が
薄
く
な
っ
た
状
態
を
非
接
触
で
迅
速

に
検
査
で
き
る
装
置
の
開
発
に
成
功
し
た
。「CEATEC 

JAPAN 2015

」
で
展
示・発
表
。（
10
月
・
臨
時
発
表
）

　�■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
二
見
淳
一
郎
准
教
授

と
東
京
大
学
、
川
崎
医
療
福
祉
大
学
、
株
式
会
社
メ

デ
ィ
ネ
ッ
ト
ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
が
ん
患

者
の
体
内
で
誘
導
さ
れ
る
が
ん
細
胞
に
対
す
る
免
疫

応
答
の
レ
ベ
ル
を
、
ご
く
微
量
の
血
液
か
ら
定
量

評
価
す
る
新
技
術
を
開
発
し
た
。「Bioconjugate 

Chem
istry

」
電
子
版
に
掲
載
。�（
10
月
・
定
例
発
表
）

　�■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
馬
建
鋒
教
授
と
高
知
大

学
ら
の
共
同
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ネ
の
生
育
に
欠

か
せ
な
い
マ
ン
ガ
ン
の
吸
収
に
必
要
な
排
出
型
輸
送

体
タ
ン
パ
ク
質OsM

TP9

を
世
界
で
初
め
て
突
き
止
め

た
。「Nature Plants

」に
掲
載
。（
11
月
・
臨
時
発
表
）

　�■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
和
田
淳
教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
肥
満
ラ
ッ
ト
の
内
臓
脂
肪
組
織

に
増
加
す
る
タ
ン
パ
ク
質
「Gpnm

b （glycoprotein 
nonm

elanom
a protein B

）」
を
発
見
。Gpnm

b

が

脂
肪
肝
や
肝
の
線
維
化
を
抑
制
す
る
こ
と
、
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎
（NASH

）
が
進
行
し
た
患
者

で
血
清Gpnm

b

値
が
高
値
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
英
国
の
オ
ン
ラ
イ
ン
科
学
雑
誌
「Scientific 

Reports

」
に
掲
載
。�

（
11
月
・
臨
時
発
表
）

　�

１
日
　�

大
学
院
教
育
学
研
究
科
に
寄
付
講
座

「
国
吉
康
雄
を
中
心
と
し
た
美
術
鑑
賞

教
育
研
究
講
座
」を
公
益
財
団
法
人
福

武
教
育
文
化
振
興
財
団
、公
益
財
団
法

人
福
武
財
団
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
開
設

　�１
日
　�

岡
山
大
学
上
海
事
務
所
を
開
設

　�５
日
　�

研
究
推
進
産
学
官
連
携
機
構
が
、
研
究

者
が
最
新
の
科
学
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
「
第
51
回
岡
大
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
」

を
開
催

　�

　

６
〜
８�

日
　
津
島
地
区
で

津
島
祭
、鹿
田
地
区

で
鹿
田
祭
を
開
催

　�９
日
　�

留
学
生
が
母
国
語

で
岡
山
で
の
生
活

や
研
究
内
容
な
ど

を
紹
介
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
番
組
を
開
始

　�10
日
　�

岡
山
大
学Junko Fukutake Hall

の

「『
第
56
回
B
C
S
賞
』受
賞・
開
設
２

周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

　�12
日
　�

中
華
人
民
共
和
国
の
東
北
師
範
大
学
中

国
赴
日
本
国
留
学
生
予
備
学
校（
赴
日

予
備
校
）の
秦
兆
明
副
校
長
が
来
学

　�19
日
　�

定
例
記
者
発
表（
11
月
）を
開
催

　�21
・
22
日
　�

農
学
部
収
穫
祭
を
開
催

　�29
日
　�

平
成
27
年
度
岡
山
大
学
解
剖
体
慰
霊
祭

を
挙
行

　�

５
日
　�

グ
ロ
ー
バ
ル・パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
の
短
期
留

学
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
学
院
予
備
教

育
特
別
コ
ー
ス
の
第
３
期
生
開
講
式
を

開
催

　�８
日
　�

平
成
27
年
度
岡
山
大
学
秋
季
入
学
式
、

大
学
院
秋
季
入
学
式
を
挙
行

　�８
〜
10�

日
　
ケ
ニ
ア
の
ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ア
ッ
タ
農
工

大
学
ロ
セ
ン
ゲ・
ト
ゥ
ル
ー
プ
農
学
部
副

学
部
長
ら
が
、森
田
学
長
を
表
敬
訪
問

　�14
〜
16�

日
　
ア
ジ
ア
最
大
の
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

イ
ベ
ン
ト「Bio Japan 2015

」に
出
展

　�15
日
　�

環
境
管
理
セ
ン
タ
ー
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
学
ぶ「
第
16
回
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル・セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

　�17
日
　�

同
窓
生
や
地
域
の
人
を

招
き
、在
学
生
や
教
職

員
、大
学
に
親
し
ん

で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ2015

」を
開
催

　�17
日
　�

中
華
人
民
共
和
国
の
東
北

大
学
で「
第
二
回
中
国
東
北
三
省
日
本

語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」を
開
催

　�18
日
　�

グ
ロ
ー
バ
ル
化・
国
際

交
流
の
推
進
を
目
的

に「
岡
山
大
学
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
デ
ー

2015

」を
開
催

　�21
日
　�

若
者
と
政
治
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
18
歳
か
ら
の

選
挙
参
加
で
明
日
の

日
本
を
創
る
」を
開
催

　�23
日
　�

定
例
記
者
発
表（
10
月
）を
開
催

　�

28
日
　�

卒
業
生
で
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
小

林
祐
梨
子
さ
ん
を
招
き
、「
岡
山
大
学
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
特
別
講
演
」を
開
催

　�30
日
　�

岡
山
大
学Alum

ni

東
京
支
部
が「
第
16

回
卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
@

東
京
」を
開
催

　�

Novem
ber

文
部
科
学
省
が
企
業
と
一
体
と

な
っ
て
留
学
を
志
す
学
生
を
支
援
す

る
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
福
桝
純
平

さ
ん
（
大
学
院
環
境
生
命
科
学
研
究

科
２
年
）
は
、
そ
の
第
一
期
生
に
選
出

さ
れ
、
２
０
１
４
年
９
月
か
ら
１
年

間
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
に

留
学
し
た
。

留
学
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
学
部
生
の
こ
ろ
。
海
外
で
働
く

こ
と
に
興
味
が
あ
っ
た
福
桝
さ
ん
は
大

学
２
年
の
と
き
に
一
人
旅
で
マ
レ
ー
シ

ア
に
、
３
年
の
夏
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
の
語
学
研
修
に
参
加
し
た
。「
外

国
へ
行
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
一

方
、
自
ら
の
英
語
力
の
乏
し
さ
に
気
づ

か
さ
れ
た
」
と
福
桝
さ
ん
。
学
内
の
言

語
教
育
セ
ン
タ
ー
、国
際
セ
ン
タ
ー（
現

グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）
か
ら

も
大
学
院
へ
の
留
学
を
勧
め
ら
れ
、
先

生
方
の
留
学
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

意
見
が
決
め
手
に
な
っ
た
と
い
う
。 

英
語
力
向
上
と
自
分
の
専
門
分
野
の

研
究
を
主
な
目
的
と
し
、
留
学
先
に
は

農
学
や
土
壌
学
な
ど
の
分
野
で
有
名
で
、

教
育
シ
ス
テ
ム
も
整
っ
て
い
る
レ
デ
ィ
ン

グ
大
学
を
選
ん
だ
。
留
学
に
向
け
た
準

備
は
想
像
以
上
に
大
変
だ
っ
た
。
申
請

書
類
の
提
出
や
ビ
ザ
の
発
行
、
奨
学
金

の
申
請
…
。
志
願
書
は
す
べ
て
英
語
で
、

言
語
教
育
セ
ン
タ
ー
や
国
際
セ
ン
タ
ー
、

研
究
室
の
先
生
方
に
何
度
も
添
削
を
依

頼
し
、
10
回
以
上
書
き
直
し
た
そ
う
だ
。

留
学
生
活
は
今
ま
で
受
け
た
こ
と

の
な
い
土
壌
汚
染
学
や
微
生
物
学
が

と
て
も
新
鮮
で
、
実
験
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
、
理
論
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
機
会
も
多
数
あ
っ
た
。
多
種
多
様
な

専
門
分
野
の
人
々
と
の
交
流
も
楽
し

か
っ
た
。
た
だ
、
遊
ぶ
余
裕
な
ど
ほ
と

ん
ど
な
い
毎
日
。
授
業
後
は
図
書
館
に

こ
も
っ
て
本
や
論
文
を
読
み
、
課
題
に

取
り
組
ん
だ
。
休
日
も
勉
強
漬
け
だ
っ

た
。「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で

発
言
で
き
な
け
れ
ば
不
参
加
と
み
な

さ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
も
留
学
生
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
く

容
赦
さ
れ
な
か
っ
た
」。 

「
そ
れ
で
も
友
人
た
ち
の
努
力
す
る

姿
を
見
て
い
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

自
ず
と
上
が
っ
た
」
と
福
桝
さ
ん
は
振

り
返
る
。
新
た
な
知
識
や
研
究
の
手

順
、
情
報
の
仕
入
れ
方
な
ど
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
知
る
喜
び
、
自

分
の
意
見
を
自
分
の
言
葉
で
主
張
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
恩
師
の
知
り
合
い
で
も

あ
っ
た
日
本
人
の
先
生
は
い
つ
も
相
談

に
乗
っ
て
く
れ
、
現
地
の
指
導
教
官
と

は
互
い
に
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼
び

合
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

だ
。「
研
究
者
の
方
々
と
知
り
合
い
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し

た
留
学
に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
。 

留
学
を
機
に
研
究
者
の
道
に
進
む

こ
と
も
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
目
下

の
目
標
は
イ
ギ
リ
ス
で
の
研
究
を
論

文
に
ま
と
め
、
新
し
い
課
題
を
探
り
、

研
究
を
重
ね
て
い
く
こ
と
。「
何
事
も

誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
、
自
分
に
で

き
る
最
大
の
努
力
を
す
れ
ば
、
周
り
の

人
々
は
必
ず
力
に
な
っ
て
く
れ
る
。
最

後
ま
で
諦
め
な
か
っ
た
人
に
勝
ち
が

巡
っ
て
く
る
」。
福
桝
さ
ん
は
同
じ
よ

う
に
留
学
を
志
す
学
生
に
熱
き
エ
ー

ル
を
送
る
。
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よ
り

良
い

広
報

誌
を

作
成

す
る

た
め

に
、み

な
さ

ま
か

ら
の

ご
意

見・ご
要

望
を

お
待

ち
し

て
お

り
ま

す
。

取
り

上
げ

て
ほ

し
い

話
題

、質
問

し
た

い
こ

と
な

ど
、何

で
も

結
構

で
す

の
で

、右
記

連
絡

先
ま

で
お

寄
せ

く
だ

さ
い

。
岡

山
大

学
広

報
誌

津島
祭

鹿田
祭

収穫
祭

英語ホームページ 
リニューアル

2015 年秋、
岡山大学英語ホームページが
リニューアルオープンしました。 

本リニューアルでは、英語サイトのデザ
インを一新。画像を大きく配置するなど、
訴求力を高めました。サイト構造も見直
し、訪問される方々が必要な情報に辿り
着きやすいようになっています。 
 今後も積極的に海外への情報発信を行っ
ていきます。是非、ご覧ください！

津
島
地
区
で
11
月
６
〜
７
日
、

津
島
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
笑
顔
く
だ
祭
☆
岡
大
祭 

〜

す
べ
て
を
忘
れ
て
笑
い
な
祭
〜
」。

恒
例
と
な
っ
た
文
化
系
サ
ー
ク
ル

の
展
示
、
落
研
の
寄
席
、
ダ
ン
ス

ス
テ
ー
ジ
、
応
援
団
総
部
に
よ
る

演
舞
、
ミ
ス
コ
ン
や
お
化
け
屋
敷

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
模
擬
店
も
１
１
０
店
以

上
が
並
び
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
「
M
A
C
O
」
の
プ

ロ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
田
地
区
で
は
11
月
６
〜
８
日
、

鹿
田
祭
「
鹿
田
祭
ヤ
人 

復
活
の
G

〜
グ
ラ
ウ
ン
ド
〜
」
を
実
施
。
医

療
系
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
の
医

学
展
や
国
際
交
流
展
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
彩
な
展
示
を
行

い
ま
し
た
。
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
や

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト
と
い
っ
た

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
、
歌
手
で
タ
レ

ン
ト
の
D
A
I
G
O
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
多
く
の

観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

秋
も
深
ま
る
11
月
21
〜
22
日
、

津
島
地
区
で
農
学
部
収
穫
祭
を
行

い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
農
学

部
で
は
、
研
究
室
有
志
に
よ
る
模

擬
店
が
出
店
。
岡
大
産
の
サ
ツ
マ

イ
モ
、
安
納
芋
の
焼
き
芋
や
、
自

家
製
乳
酸
菌
飲
料
、
花
や
野
菜
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。
広
く
一
般

の
方
に
農
学
部
の
研
究
教
育
内
容

を
ポ
ス
タ
ー
や
展
示
物
で
紹
介
す

る
農
学
部
フ
ェ
ア
も
同
時
開
催
。

ち
び
っ
こ
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
ボ
や
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
搾
乳
体
験
も
行

わ
れ
、
地
域
の
方
や
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。


